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毎月10日・25日
福岡県遠賀那

水　巻　町　発　行

こ哀串函二
都市の発展とともに必要度を増し、又必要量のふ
えてくるのが上水道用水です。
水利権を持たない水巻町では、この上水道用水が
昭和51年度には、現在の人口さえまかなえなくな
るような重大なピンチをむかえようとしています。
そこで、この急場をのりきるためにも町としては、
住民の皆さまの協力を得て、遠貿川河口堰を建設
することを余儀なくされています。

＝
射
宜
皿
箭
ｎ
止
日
放
槌
弾
げ
拝
打
擦
＝

日
額
戯
Ｈ
は
過
渡
貴
地
刈
圧
ｍ
汀
幅
輝
‖

町
開
発
を
阻
む

上

水

道

問

題

水
巻
町
で
は
、
昭
和
四
六
年
の
日
炭

閉
山
を
契
機
に
、
住
宅
都
市
と
し
て
の

新
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
諸
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
市
街
地
で
の

重
要
な
位
置
を
占
め
る
日
炭
あ
と
地
の

再
開
発
は
必
要
で
、
一
部
で
は
今
年
か

ら
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
又
、
既

存
集
落
の
ま
わ
り
に
は
新
し
い
家
が
次

々
と
建
築
き
れ
、
各
地
で
農
地
の
宅
地

化
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
住
宅
都
市
を
目
指
し
た
新
し
い
町

づ
く
り
の
発
展
途
上
に
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
着
々
と

開
発
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
果
た
し
て
そ

れ
に
対
応
す
る
上
水
道

用
水
の
確
保
は
で
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

す
で
に
ご
存
知
の
よ

う
に
水
巻
町
は
上
水
道

の
水
利
権
を
持
た
ず
、

現
在
は
北
九
州
市
と
中

間
市
か
ら
分
水
を
受
け

こ
れ
を
各
家
庭
に
給
水

し
て
い
ま
す
。

現
在
契
約
し
て
い
る

分
水
量
は
、
別
表
Ｉ
の

と
お
り
で
す
が
、
水
巻

町
が
確
保
し
て
い
る
水

量
で
ど
の
程
度
の
人
口

に
給
水
で
き
何
年
聞
く

ら
い
持
ち
こ
た
え
る
か
を
算
出
し
た
結

果
が
別
表
Ｉ
で
す
。
こ
の
表
か
ら
も
見

ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
一
人
が
一
日
に
使

用
す
る
最
大
給
水
量
（
三
二
五
リ
ッ
ト

ル
）
は
、
昭
和
四
九
年
で
二
七
、
〇
七

六
人
（
四
九
年
八
月
末
現
在
）
に
対
す

る
と
可
能
で
す
が
、
こ
の
最
大
給
水
量

も
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
っ
て
増
加
す

る
た
め
、
こ
れ
を
加
味
し
て
計
算
す
れ

ば
、
五
〇
年
で
限
度
と
な
り
、
五
一
年

に
は
現
在
の
水
量
で
は
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
契
約
水
量

を
増
加
す
れ
ば
急
場
を
し
の
げ
る
の
で

す
が
、
供
給
先
の
北
九
州
市
、
中
間
市

自
体
水
不
足
の
現
状
か
ら
分
水
量
の
増

加
は
、
全
く
望
め
ま
せ
ん
。

町
づ
く
り
推
進
に

必
要
な
河
口
堰

こ
の
よ
う
に
水
の
面
か
ら
だ
け
を
見

れ
ば
、
町
の
開
発
に
よ
る
発
展
は
望
め

ず
、
む
し
ろ
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
も

危
ぶ
ま
れ
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
町
づ
く
り
計
画
を
進
め
る

た
め
に
必
要
な
上
水
道
用
水
問
題
の
解

消
に
は
、
遠
賀
川
河
口
堰
の
建
設
に
た

よ
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
河
口
堰
建
設
に
対
し
て
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
表
明
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
で
も
こ
の
不
安
を

早
急
に
解
消
す
べ
く
、
現
在
古
洞
、
地

質
等
の
調
査
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

水
道
行
政
面
か
ら
す
れ
ば
、
水
源
の

確
保
の
た
め
の
河
口
堰
建
設
は
ぜ
ひ
必

要
で
す
。
住
民
の
方
々
の
了
承
を
得
て

〝
河
口
堰
を
ど
の
よ
う
に
し
て
建
設
す

る
か
″
、
水
巻
町
の
総
力
を
結
集
し
て

こ
の
間
題
に
取
り
組
む
時
期
に
き
て
い

ま
す
。ど
う
か
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
痛
い
い
た
し
ま
す
。

（第‡表）既成分水量で可能な給水人口
（8，8001が）

年　 次 1 人 ・ 1 日 当 り最 大 給 水 量 ・給　 水　 人　 口

4 9 3　 2　 5 2 7 ， 0 7 6 人

5 0 3　 5　 6 2 4 ， 7 1 9

5 1 ｉ　 3 8 5 2 2 ， 8 5 7
［

ｌ
給　 水　 者　　 分　 水　 量　 が

ｌ 北 九 州 市　 6 ， 7 0 0

ｉ 中 間 市 ｌ 2 ， 1 0 0

計 8 ， 8 0 0
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通
知
状
の
届
か
な
い
方
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
を

昭
和
五
十
年
度

小
学
校
入
学
予
定
者

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
（
昭
和
五
十
年
度
）
の
小
学
校
入
学
予
定
者

（
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
四
年
四
月
一
日
生
れ
の
者
）
を
把
握

す
る
た
め
、
住
民
票
に
よ
っ
て
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
来
春
入
学
の
予

定
で
あ
り
な
が
ら
、
次
の
名
簿
の
中
に
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方
は
、
町
教

育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
小
学
校
入
学
予
定
者
の
身
体
検
査
を
十
月
二
十
四
、
二
十
五

日
、
十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
町
民
会
館
で
行
い
ま
す
。
も
れ
な
く
受
診
さ

れ
る
よ
う
お
疎
い
い
た
し
ま
す
。

伊
左
座
（
四
名
）

永
沼
由
美
・
山
本
直
美
・
野
原
和
明

相
原
靖
二
（
十
二
名
）

小
田
薫
・
藤
田
か
お
り
・
渡
辺
裕
美

田
中
祐
子
・
船
津
勝
一
・
荒
木
潤
子
・

小
嶋
健
次
・
栗
木
淑
世
・
森
圭
司
・
福

田
美
和
・
田
仲
友
子
・
有
光
孝
一

二
町
住
（
三
名
）

中
本
徳
美
・
重
藤
誠
一
・
宮
原
洋
行

下
二
（
九
名
）

谷
口
賀
一
・
副
田
政
事
・
豊
沢
賢
俊

入
江
勲
・
小
野
信
子
・
谷
口
香
代
・
康

英
子
・
黒
瀬
亜
紀
子
・
吉
田
志
保

下
二
町
住
（
四
名
）
　
安
部
智
美
・

松
尾
浩
史
・
山
田
喜
代
美
・
吉
川
崇

み
ず
ほ
団
地
（
二
十
六
名
）

笹
田
千
恵
・
原
田
貴
美
子
・
坂
田
直

子
・
山
川
さ
え
子
・
入
江
博
之
・
三
浦

喜
代
・
吉
田
俊
彦
・
辛
島
久
美
和
・
泊

宏
美
・
毛
利
ひ
と
み
・
福
田
博
治
・
有

薗
史
一
・
野
田
久
仁
子
・
藤
井
康
生
・

浜
田
勝
彦
・
羽
田
野
茂
己
・
井
上
雅
子

槌
井
康
子
・
内
野
淳
・
上
田
弓
子
・
岩

本
美
香
子
・
関
隆
善
・
安
部
和
徳
・
国

武
能
成
・
原
育
美
・
中
島
貴
美
子

入
江
興
産
社
宅
（
十
二
名
）

小
山
俊
晴
・
太
田
雅
道
・
牧
野
里
恵

日
高
紀
浩
・
原
口
亜
由
美
・
村
田
泰
弘

安
永
敏
久
・
大
池
智
・
蔵
元
和
博
・
田

原
佳
子
・
占
部
輝
久
・
藤
田
芳
樹

林
住
宅
（
三
名
）

森
隆
・
斉
藤
京
子
・
松
本
和
美

吉
田
ノ
一
（
十
二
名
）

楢
原
陽
一
郎
・
豊
永
ゆ
か
り
・
大
庭

雄
樹
・
中
川
修
・
吉
本
栄
子
・
小
野
勝

之
・
福
田
尚
・
本
田
明
・
荒
木
健
二
・

行
正
君
彦
・
宮
野
令
子
・
白
垣
圭
堂

吉
田
ノ
二
（
二
十
玉
名
）

原
香
苗
・
副
田
幸
江
・
古
閑
幸
成
・

副
田
一
寿
・
行
徳
生
江
・
土
井
ま
ゆ
み

小
寺
利
清
・
永
末
肇
・
金
昌
代
・
撞
鉄

夫
・
趨
睦
美
・
木
下
奈
美
・
瀬
戸
一
義

渡
辺
公
宣
・
文
正
沫
・
宮
本
浩
・
角
初

美
・
後
藤
清
美
・
森
永
勝
哉
・
藤
崎
真

一
郎
・
坂
元
か
づ
み
・
白
石
健
一
郎
・

〆

伊
東
裕
二
・
山
口
和
徳
・
佐
藤
美
紀

吉
田
ノ
三
（
二
十
五
名
）

末
永
幸
治
・
末
永
栄
治
・
末
永
克
則

服
巻
正
博
・
永
松
睦
美
・
川
原
和
也
・

原
口
絹
子
・
李
成
一
・
坂
田
直
行
・
中

原
博
・
大
場
信
二
・
税
所
よ
し
枝
・
辻

津
時
男
・
松
山
明
美
・
宮
本
直
史
・
宜

陽
子
・
鄭
朋
子
・
川
原
由
美
・
山
賀
美

由
紀
・
祝
原
智
恵
・
仮
屋
正
一
・
国
厨

か
お
り
・
金
義
浩
・
川
面
和
美
・
黒
川

能
上吉
田
団
地
（
三
十
一
名
）

北
原
武
志
・
冨
土
田
由
美
・
的
野
幸

恵
・
中
村
健
四
郎
・
窪
田
浩
治
・
山
本

孝
・
永
利
美
樹
・
新
谷
政
美
・
田
上
真

由
美
・
林
田
弘
美
・
川
島
千
代
・
森
岡

里
志
・
柿
木
政
之
・
阿
部
磨
美
・
竹
口

恵
美
・
川
本
美
徳
・
高
橋
裕
之
・
平
塚

博
史
・
黒
土
博
幸
・
森
智
都
世
・
飯
野

英
親
・
山
本
真
樹
・
大
山
秀
幸
・
三
井

所
純
子
・
河
野
信
栄
・
石
飛
浩
二
・
平

居
明
文
・
今
別
府
隆
志
・
中
嶋
恵
美
・

森
崇
治
・
羽
田
野
玲
子

緑
風
園
団
地
（
一
名
）

瀬
口
裕
志

一
社
区
（
一
名
）

前
川
早
苗

頃
末
（
四
十
三
名
）

石
田
安
生
・
能
美
隆
幸
・
許
和
明
・

村
井
晴
美
・
片
山
き
よ
み
・
栗
原
智
恵

中
川
健
一
・
馬
場
義
行
・
中
村
真
二
・

津
田
勲
緒
・
小
川
弘
子
・
田
代
任
洋
子

水
田
知
之
・
井
上
孝
次
・
姜
芳
恵
・
中

川
利
淳
子
・
木
原
大
次
・
柳
雅
昭
・
花

川
智
砂
・
渡
辺
裕
史
・
武
尾
一
紀
・
田

中
賢
一
・
野
口
美
由
紀
・
松
村
円
・
坂

井
健
太
郎
・
近
藤
律
明
・
浦
田
由
美
子

小
田
三
枝
子
・
金
伸
一
・
山
本
る
み
子

小
西
利
英
・
高
木
大
輔
・
舟
津
和
江
・

王
安
次
・
呉
秋
雄
・
岩
本
み
ゆ
き
・
中

園
純
子
・
岸
日
光
・
谷
川
智
志
・
冨
成

和
博
・
谷
口
恵
子
・
豊
田
幸
子
・
久
保

田
智
恵
松
栄
荘
団
地
（
一
名
）

橋
口
ゆ
か
り

美
吉
野
団
地
（
六
名
）

山
本
裕
香
・
中
島
武
司
・
大
場
貴
英

松
井
和
代
・
谷
村
明
子
・
長
谷
英
幸

中
央
区
（
二
名
）

古
市
数
江
・
黒
河
希
代

鯉
口
区
（
八
名
）

鍬
田
昭
子
・
池
瑞
康
一
・
仲
山
文
代

銭
花
誠
二
・
秋
吉
幸
治
・
中
村
小
夜
子

高
森
由
香
里
・
池
松
直
人

古
賀
（
九
名
）

武
下
記
子
・
瓜
生
清
美
・
井
上
智
淳

子
・
井
地
加
代
子
・
竹
内
ひ
と
み
・
譲

田
恵
子
・
石
川
義
勝
・
花
本
智
代
子
・

興
相
寧
志

新
生
街
（
三
名
）

緒
方
浩
樹
・
松
本
修
治
・
藤
崎
史
郎

机
（
三
名
）

廣
光
一
人
・
浦
田
賢
治
・
中
川
和
夫

古
賀
区
（
六
名
）

大
場
可
奈
子
・
鴨
内
紀
子
・
江
口
美

佐
美
・
入
来
ゆ
か
り
・
栃
木
み
ど
り
・

秦
正
彦
二
杜
区
（
五
名
）

斉
藤
美
香
・
島
田
博
美
・
樺
山
実
・

古
賀
明
子
・
古
賀
ま
ゆ
み

樋
口
（
十
九
名
）

山
本
亜
希
子
・
井
上
和
美
・
津
留
雪

枝
・
田
代
昭
二
・
日
和
佐
敬
司
・
苗
野

瑞
穂
・
戸
上
英
春
・
深
井
英
孝
・
竹
田

夕
子
・
木
村
玉
緒
・
粟
屋
智
・
山
形
晃

司
・
立
田
義
明
・
木
島
知
枝
・
小
林
利

香
・
三
費
知
恵
子
・
李
遺
子
・
鄭
福
仙

古
賀
真
弓

猪
熊
（
二
十
七
名
）

山
形
真
澄
・
白
地
智
由
紀
・
波
戸
秀

．
■

二
・
吹
田
二
郎
・
池
田
高
志
・
柴
田
光

規
・
原
田
健
一
郎
・
江
藤
み
ど
り
・
福

崎
光
省
・
南
陽
勝
智
・
喜
田
亜
由
美
・

横
幕
陸
士
・
深
水
司
・
貞
末
文
文
・
宮

崎
あ
ゆ
み
・
貞
末
事
彦
・
草
葉
昇
・
栗

原
千
恵
子
・
森
田
敏
明
・
李
永
鍾
・
蔵

戸
芳
実
・
谷
浩
美
・
柴
田
勝
彦
・
巻
幡

志
麻
江
・
石
崎
晴
子
・
中
村
ひ
と
み
・

和
田
京
子

猪
熊
町
住
（
八
名
〕

一
研
修
・
吉
岡
哲
平
・
赤
瀬
博
樹
・

山
科
光
康
・
坂
根
由
紀
・
坂
根
由
美
・

田
中
千
里
・
時
藤
法
明

梅
ノ
木
区
（
六
名
）

江
藤
秀
紀
・
船
越
靖
宏
・
隠
塚
厚
二

塚
本
番
織
・
重
富
活
・
和
田
一
代

高
松
区
（
十
四
名
）

君
田
育
美
・
前
田
秀
明
・
野
中
麻
紀

子
・
宮
本
あ
か
ね
・
国
武
千
津
子
・
伊

瀬
知
里
美
・
佐
伯
修
一
・
森
田
輝
行
・

清
水
英
昭
・
西
村
由
香
・
安
永
哲
人
・

出
光
雅
子
・
笠
野
く
み
子
・
中
村
洋
子

三
ツ
頭
区
（
二
名
）

松
浦
博
樹
・
梅
田
正
敏

希望の船
員募集

●訪問地　沖縄、マニラ、香港

～
、
三

∃●日　程49年12月29日～50年1月11日
≦●募集期間　49年10月1日～49年10月31日

●聞合せと参加申込み

福岡市中央区西中洲　教育庁社会教育課内

（電話092・771・5779）
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水
巻
町
職
員

採
　
用
　
試
　
験

一
、
受
付
期
間
　
4
9
年
1
0
月
1
5
日
～
1
0

月
3
0
日
　
9
時
～
1
7
時
（
土
曜
日
は

1
2
時
ま
で
）
、
郵
送
の
場
合
は
1
0
月

2
5
日
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

二
、
試
験
の
種
類
と
区
分

一
般
事
務
職
（
役
場
・
教
育
委
員

会
事
務
局
又
は
出
先
機
関
に
お
い
て

事
務
に
従
事
し
ま
す
〕

採
用
予
定
数
　
若
干
名

三
、
受
験
資
格

昭
和
2
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
2

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。
た

だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

㊦
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

①
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
者㊥
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

㊥
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
の
者
。
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

㊥
水
巻
町
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら

二
年
を
経
過
し
な
い
者

㊥
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加

入
し
た
者

四
、
受
験
手
続
き

の
申
込
用
紙
請
求
・
申
込
先

水
巻
町
役
場
人
事
課
　
郵
便
で
請

求
又
は
申
込
む
場
合
は
封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
又
は
「
受

験
申
込
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

∽
受
験
票
の
交
付

申
込
書
を
受
理
し
た
と
き
は
受
験

票
を
郵
送
し
ま
す
。
1
1
月
5
日
ま
で

に
受
験
票
が
到
着
し
な
い
と
き
は
、

役
場
人
事
課
へ
口
頭
又
は
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
合
格
者
の
発
表

合
格
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
水
巻
町
役
場
公
示
板
に
掲
示
し
ま

す
。
第
一
次
試
験
　
1
1
月
下
旬

．
最
終
合
格
者
　
1
2
月
中
旬

六
、
合
格
か
ら
採
用
ま
で

の
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
し
、
欠
員
に
応
じ
そ
の
中
か
ら
職

務
遂
行
に
必
要
な
健
康
度
を
有
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
町
長
が
指
定
す

る
医
師
の
健
康
診
断
書
の
提
出
を
求

め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

町
で
は
、
明
る
い
政
治
を
見
つ
め
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
一
年
か

］
明るく正しい選挙を

来年には統一地方選挙

［
ら
「
明
る
く
正
し
い
選

挙
推
進
運
動
」
の
常
時

啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。七
月
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
も
、
各
有
権

者
の
ご
協
力
を
得
て
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年

に
は
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
明
る
く

正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
九
月
一
日

現
在
で
選
挙
基
本
台
帳

に
登
載
さ
れ
て
い
る
定
時
登
録
有
権
者

数
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

∽
採
用
候
補
者

名
簿
の
有
効
期

間
は
原
則
と
し

て
一
ケ
年
間
で

す
。

七
、
そ
の
他
　
こ

の
試
験
に
つ
い

て
の
問
い
合
せ

先
は
水
巻
町
役

場
人
事
課
（
㊨

6

0

1

　

°

　

4

3

2
1
）
　
へ
。
郵

便
で
照
会
す
る

場
合
は
往
復
は

が
き
又
は
2
0
円

切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同

封
し
て
照
会
し

て
く
だ
さ
い
。

・試験 日 ・試験場 ・試験 の方法

試　 験　 日 試　 験　 場 種　 目 試　 験　 の　方　 法

第 11月10日伯）遠賀郡岡垣 教養
公務員として必要な高
校卒程度の一般教養及び

次
試

験

10：00｝12：30

受付9：00～）

1330・→15：00

町吉木

中央公民館
大集会室

（票 完 ）

試験 知能についての択一式に
よる筆記試験

作文 主として文章による表

試験 現力についての筆記窟験

第試 第一次試験 水巻町頃末 ｎ述

▼試験

公務員として必要な素
発表のとき’ 水巻町 質適 性、人柄、一性格につい

次験知及び公示 役場 て個別面接による試験 ・∴

・給　　 与

給　　　 与 調 整 手 当 計

高 校卒 ・18歳 6 9，9 0 0 円 2．0 9 7 円 7 1．9 9 7 円

大 学卒　 22歳 7 9．0 0 0 円 2．3 7 0 ・内 8 1．．3 7 0 円・

地　 区　 名
！9 月 1 日現在 定時登録者数

地　 区　 名
9 月 1 日現在 定時登録者数

男　　　 女 】　 計 男　 1 女　　　 計

1

立　 屋　 敷 68 77 145

4

頃　　　 末 1，07 7 ｉ ｌ，228　 2，30 5

伊　 左　 座 66 80 146 机 115 119 23 4

みずほ団地 377 420 797 二　 社　 区 206 232 43 8

208 2 26 434 中　 央　 区 「‾ 盲 1－ 耐 114

二　 町　 住 103 108 211 松栄荘田地 72
ｌ‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－．‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾
76 148

下 257 2 72 529 ｌ 小　 計 1，525 ［ 1，714 3，239

下 二 町 住 143 165 308

5

新　 生　 街 48 1　 55　 103

220　　　 265　　　 485入江興産社宅 68 64 132 古　　　 賀

林　 住　 宅 33 33 66 古　 賀　 区 383 409 792

小　　 計 1，323 1，445 2，768 小　　 計 65 1 729 1，380

2

吉　 田　 一 300 344 644
6
梅 ノ 木 区 ‡霊 ［ 霊 宝

76 1 1　 810　 1，571

吉 田 団 地 772 8 45 1，617 高　 松　 区

吉　 田　 二 491 600 1，091 小　　 計

3

小　　 計 1，563 1，789 3，352

7

樋　　　 口 360 ．　 440 800

置 有 言 423 448 871 猪　　　 熊 624 「 ‾云㌃
1，336

緑 風園団地 147 159 306 猪 熊 町 住 113 ： 144　　 257
Ｆ

鯉　 口　 区 218 237 455 三 ツ 頭 区 99 105 204

美 吉野団地 146 153 299 小　　 計 1，196 3 1，401　 2，597

7，953 ［ 8，885 16，838小　　 計 934 997 1，931 合　　 計

行

政

相

談

所

の

開

設

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
三
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
四
日
間
を
「
行
政
相

談
週
間
」
と
し
て
、
全
国
一
せ
い
に
行

政
相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
も
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
、
日
時
　
1
0
月
1
7
日
1
0
時
～
1
5
時 二

、
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

三
、
相
談
内
容
、
恩
給
、
年
金
、
保

険
、
登
記
、
農
地
、
道
路
、
河
川
、

郵
便
、
環
境
衛
生
、
公
害
、
生
活
保

護
、
国
鉄
、
電
々
公
社
、
公
団
、
公

庫
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
。

四
、
相
談
受
付
者

行
政
相
談
委
員
　
久
保
田
勝
馬
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胃
が
ん
の
検
診

町
は
、
住
民
の
健
康
管
理
と
予
防
の

た
め
胃
が
ん
の
検
診
を
行
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
検
診
料
三
百
円
（
千

二
百
円
の
う
ち
九
百
円
は
町
が
負
担
）

を
添
え
て
役
場
衛
生
係
へ
、
検
診
日
の

前
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
1
0
月
2
3
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

★
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

成
人
病
と

老
人
検
診

町
は
、
次
の
日
程
で
成
人
病
と
老
人

検
診
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
受
診
く

だ
さ
い
。

★
日
時
と
会
場

・

1

0

月

2

1

日

吉
田
ノ
二
公
民
館

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

下
二
町
住
公
民
館

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

・
1
0
月
2
2
日

樋
口
公
民
館

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

古
賀
公
民
館

ニ‾‾．…．‾‾‘…．‾■…．．‾ｌ

ｌ

戦

没

者

合

同

慰

霊

祭

過
ぎ
し
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ

た
方
に
対
し
、
水
巻
町
戦
没
者
合
同

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

・
1
0
月
2
3
日

遠
賀
保
健
所

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

★
検
診
内
容

血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
指
導

危
険
物
取
扱

者
　
試
験
　
と

受
験
準
備
講
習
会

一
、
危
険
物
政
扱
者
試
験

の
試
験
期
日
　
1
1
月
1
0
日

用
受
付
期
間
　
1
0
月
1
4
日
～
1
9
日

同
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
穣
（
4

5
、
6
類
）
、
丙
種

二
、
受
験
準
備
講
習
会

の
講
習
期
日
　
1
0
月
2
9
日

間
受
付
期
間
　
1
0
月
1
4
日
～
2
8
日

用
講
習
場
所
水
巻
町
々
民
会
館

三
、
そ
の
他

慰
霊
祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま

す
．試

験
及
び
講
習
会
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ
は
、
遠
賀
郡
消
防
署
（
電
0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

へ

。

凶
器
使
用
犯
罪
は

未
然
に
防
止
を

警
察
署
で
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
せ
い

に
危
険
物
の
反
り
締
り
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
京
丸
ノ
内
の
爆
弾
事
件

又
け
ん
銃
乱
射
事
件
等
各
地
で
相
次
い

で
起
き
て
い
る
爆
発
物
や
凶
韓
を
使
っ

た
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、
尊
い
人
命

に
直
接
影
響
を
与
え
る
悪
質
な
犯
罪
を

無
く
す
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

危
険
な
刃
物
や
火
薬
な
ど
は
タ
持
た

な
い
・
持
た
せ
な
い
″

「
凶
器
追
放
運
動
」

を
広
く
展
開
し
、
凶
器
を
使
用
す
る
犯

罪
の
未
然
防
止
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
遺
族
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま

の
こ
参
列
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
1
9
日
　
午
前
1
0
時

場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
ホ
ー
ル

十
月
の
し
尿

汲
取
予
定
地
域

十
月
の
し
尿
茨
坂
口
が
決
ま
り
ま
し

た
。
日
程
に
多
少
の
変
更
は
あ
り
ま
す

が
、
事
前
に
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

区
、
梅
ノ
木
区

2
2
日
　
猪
熊
町
住
、
二
、
下
二
、
伊

左
座
、
吉
田
本
村
、
古
賀
区

鯉
口
区

2
3
日
　
古
賀
県
住
、
二
、
下
二
、
伊

左
座
、
吉
田
本
村
、
古
賀
区

鯉
口
区
．

2
4
日
　
う
月
、
古
賀
、
机
、
古
賀
区

鯉
口
区

2
5
日
　
机
、
古
賀
区
、
鯉
口
区
、
梅

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

7
日

郵
便
貯
金
で
豊
か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を
γ
－
－

郵
便
貯
金
〓
奨
励
運
動

十
月
盲
か
ら
妄
月
周
、
全
竺

せ
い
に
郵
便
貯
金
の
奨
励
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
身
近
か
な
貯
蓄
の
手
段
と

□
　
発
行
人

し
て
こ
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
郵
便
貯

金
も
、
や
が
て
十
七
兆
円
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
の
財
政
投

融
資
資
金
と
し
て
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に

関
係
の
深
い
、
住
宅
、
病
院
、
学
校
建

設
を
は
じ
め
広
範
囲
に
運
用
さ
れ
、
単

に
貯
蓄
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
福
祉
向
上

と
経
済
の
発
展
に
た
い
へ
ん
役
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
豊
か
な
く
ら
し
と
住

み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
″
郵
便
貯

金
に
対
す
る
一
層
の
こ
理
解
と
こ
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

　

「

脇

築

　

水

巻

町

ｌ

住

民

相

談

室
8
日

9
日

1
1
日

1
2
日

1
4
日

1
5
日

1
6
日

1
7
日

1
8
日

1
9
日

2
1
日

（
電 猪

輿
み
ず
ほ
団
地

猪
輿
み
ず
ほ
団
地

猪
輿
頃
末

頃
末
、
樋
口
、
三
ッ
頭
区
、

高
松
区

頃
末
、
樋
口
、
三
ツ
頭
区
、

高
松
区

う
月
、
古
賀
、
頃
末
唐
ノ
熊

県
住
、
吉
田
片
山
、
官
ノ
下

ぬ
め
り
石
、
頃
末

古
賀
、
机
、
御
輪
地
、
車
返

し
、
鯉
口

頃
末
、
君
田
垣
添
、
緑
風
囲

中
央
区

頃
末
、
吉
田
垣
添
、
緑
風
園

中
央
区

下
二
町
住
、
川
端
商
店
街

猪
輿
月
夜
待
団
地
、
吉
田

本
村
、
吉
田
車
返
し

猪
輿
松
栄
荘

樋
口
、
机
、
吉
田
県
道
筋
、

吉
田
大
橋
、
芙
吉
野
団
地

二
町
住
、
吉
田
大
橋
、
美
吉

野
団
地

吉
田
団
地

吉
田
団
地

吉
田
団
地
、
古
賀
区
、
鰐
口

30　29　28　26
日　目　日　日

ノ
木
区

古
賀
区
、
鯉
口
区
、
梅
ノ
木
区

頃
末
、
古
賀
、
机

猪
熊
、
樋
口

猪
熊
、
樋
口

⑧
半
日
　
1
2
時
～
1
7
時

（

7

5

．

0

円

）

く
わ
し
く
は
遠
賀
保
健
所
総
務
課

（

電

6

9

1

・

4

1

6

1

）

へ

。

1
お
　
礼
－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
久
枝
　
昌
殿
　
久
枝
一
枝
殿

故
入
江
　
セ
ン
殿
　
入
江
光
雄
殿

故
室
田
チ
ヨ
子
殿
　
室
田
直
光
殿

平
塚
博
光
殿

遠
賀
保
健
所

連
絡
員
募
集

遠
賀
保
健
所
の
連
絡
員
を
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
万

は
畳
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
募
集
人
員
一
名

一
「
業
務
内
容

職
員
退
庁
後
の
電
話
及
望
遠
の
処

置
、
庁
舎
及
び
近
辺
の
火
災
防
止
の

処
置
、
施
錠
の
確
認

三
、
勤
務
時
間
及
び
日
当

①
平
日
　
1
7
時
～
翌
日
の
9
時
．

（

1

、

5

0

0

円

）

日　曜　在　宅　医

10月13日　楠本医院内・児科頃末691・2873

20日永松医院耳鼻科頃末691・0386

27日　森田医院内・児科樋口691・0616

11月3日　村田医院内・児科頃末691・0745

診療時間は9時～17時。原則として往診は
いたしません。

叫．1値…刷仙値㍗
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体
育
の
日
の
行
事

十
月
十
日
は
体
育
の
日
－
。

水
巻
町
で
は
、
十
月
十
三
日
に
体

育
の
日
の
行
事
と
し
て
、
壮
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
婦
人
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま

す
。
多
数
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
目
時
　
1
0
月
1
3
日
（
目
）

二
、
場
所

◎
婦
人
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

．
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
牒
－

・
水
巻
中
学
校
体
育
館

◎
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
水
巻
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

話

　

6

0

1

　

－

ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
．
田
　
印
　
刷
　
台
　
賢
　
会
　
社


